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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　特定の演出条件が成立したときに遊技盤の前面に沿った第１方向の一方側に進出して待
機状態から演出状態へと変化する可動演出部材を備えた遊技機において、
　前記可動演出部材には、前記待機状態のときに遊技盤の前面と平行な方向であって且つ
前記第１方向と直交する第２方向で一方側と他方側とに配置される１対の可動部が設けら
れると共に、
　前記１対の可動部は、前記可動演出部材が前記待機状態から前記演出状態へ移行すると
きに、前記１対の可動部のうち前記待機状態で前記第２方向の一方側に配置される第１可
動部が前記第１方向へ移動するに従って前記第２方向の他方側に移動する一方で、前記１
対の可動部のうち前記待機状態で前記第２方向の他方側に配置される第２可動部が前記第
１方向へ移動するに従って前記第２方向の一方側に移動するように構成され、
　前記可動演出部材が前記待機状態から前記演出状態になるときに、前記第１可動部と前
記第２可動部との前記第２方向における配置が入れ替わる遊技機。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、特定の演出条件が成立したときに遊技盤に沿った第１方向の一方側に移動し
て待機状態から演出状態へと変化する可動演出部材を備えた遊技機に関する。
【背景技術】
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【０００２】
　従来、この種の遊技機として、待機状態で表示部の上方に配置されていた可動演出部材
が落下して演出状態になるものが知られている（例えば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１１－８３３５８号公報（段落［００３８］、図１及び図３）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上述した従来の遊技機では、可動演出部材がそのままの姿勢で移動する
だけであるため、可動演出部材の動作が面白味に欠けるという問題があった。
【０００５】
　本発明は、上記事情に鑑みてなされたもので、可動演出部材による演出の趣向性向上を
図ることが可能な遊技機の提供を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するためになされた請求項１の発明は、特定の演出条件が成立したとき
に遊技盤の前面に沿った第１方向の一方側に進出して待機状態から演出状態へと変化する
可動演出部材を備えた遊技機において、前記可動演出部材には、前記待機状態のときに遊
技盤の前面と平行な方向であって且つ前記第１方向と直交する第２方向で一方側と他方側
とに配置される１対の可動部が設けられると共に、前記１対の可動部は、前記可動演出部
材が前記待機状態から前記演出状態へ移行するときに、前記１対の可動部のうち前記待機
状態で前記第２方向の一方側に配置される第１可動部が前記第１方向へ移動するに従って
前記第２方向の他方側に移動する一方で、前記１対の可動部のうち前記待機状態で前記第
２方向の他方側に配置される第２可動部が前記第１方向へ移動するに従って前記第２方向
の一方側に移動するように構成され、前記可動演出部材が前記待機状態から前記演出状態
になるときに、前記第１可動部と前記第２可動部との前記第２方向における配置が入れ替
わる遊技機である。
【発明の効果】
【００１５】
　［請求項１の発明］
　本発明では、可動演出部材が待機状態から演出状態になるときに、第１可動部と第２可
動部との第２方向における配置が入れ替わるので、遊技者に意外性を与えることが可能と
なり、可動演出部材による演出の趣向性向上を図ることが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】本発明の一実施形態に係る遊技機の正面図
【図２】遊技盤の正面図
【図３】（Ａ）可動演出部材が待機状態のときの遊技盤の正面図、（Ｂ）可動演出部材が
演出状態のときの遊技盤の正面図
【図４】待機状態の演出役物装置の正面図
【図５】待機状態の演出役物装置を前方から見た斜視図
【図６】待機状態の演出役物装置の背面図
【図７】待機状態の演出役物装置を後方から見た斜視図
【図８】演出状態の演出役物装置の正面図
【図９】演出状態の演出役物装置を前方から見た斜視図
【図１０】演出状態の演出役物装置の背面図
【図１１】演出状態の演出役物装置を後方から見た斜視図
【図１２】待機状態における可動演出部材の駆動機構を模式的に示す図
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【図１３】演出状態へ変化するときの可動演出部材の駆動機構を模式的に示す図
【図１４】演出状態における可動演出部材の駆動機構を模式的に示す図
【図１５】変形例に係る演出役物装置の（Ａ）待機状態の正面図、（Ｂ）演出状態の正面
図
【図１６】変形例に係る演出役物装置の（Ａ）待機状態の正面図、（Ｂ）演出状態の正面
図
【発明を実施するための形態】
【００２３】
　以下、本発明をパチンコ遊技機に適用した一実施形態を図１～図１４に基づいて説明す
る。図１に示すように、本実施形態の遊技機１０は、前面枠１０Ｚを前面に備え、その前
面枠１０Ｚに形成されたガラス窓１０Ｗを通して、図２に示す遊技盤１１の前面に形成さ
れた遊技領域Ｒ１が視認可能になっている。
【００２４】
　図１に示すように、前面枠１０Ｚのうちガラス窓１０Ｗより下方には、上皿２６と下皿
２７が上下２段にして設けられ、下皿２７の右側には、操作ハンドル２８が備えられてい
る。そして、操作ハンドル２８を回動操作すると、上皿２６に収容された遊技球が遊技領
域Ｒ１に向けて弾き出される。
【００２５】
　図２に示すように、遊技盤１１の前面からは、遊技領域Ｒ１を包囲するガイドレール１
２が突出している。ガイドレール１２は、遊技盤１１の外縁部を周回するように配置され
ている。
【００２６】
　遊技盤１１のうち遊技領域Ｒ１の中央には、表示開口１１Ｈが貫通形成されており、そ
の表示開口１１Ｈに後側から表示装置１３が対向している。表示装置１３は、例えば、液
晶モジュールで構成され、その前面が遊技に関する演出を行う表示画面１３Ｇとなってい
る。
【００２７】
　遊技盤１１の前面中央には、前方から見て表示画面１３Ｇを囲むように表示装飾枠２３
が取り付けられている。表示装飾枠２３は、遊技盤１１の前面側から表示開口１１Ｈに嵌
め込まれ、表示開口１１Ｈの内側に張り出すと共に遊技盤１１の前面から突出している。
そして、遊技領域Ｒ１を流下する遊技球が、表示装飾枠２３の前側を通過して表示装飾枠
２３の内側に進入しないように構成されている。
【００２８】
　遊技領域Ｒ１のうち表示装飾枠２３の下方における左右方向の中央部には、第１の始動
入賞口１４Ａが設けられている。第１の始動入賞口１４Ａは、上側に開放したポケット構
造になっている。また、遊技領域Ｒ１のうち表示装飾枠２３の右側下方には、第２の始動
入賞口１４Ｂが設けられている。第２の始動入賞口１４Ｂは、前側に開放し、進退ガイド
部材１４Ｇにより開閉される。進退ガイド部材１４Ｇは、通常は、第２の始動入賞口１４
Ｂの奥側に収まった後退位置に配置され、第２の始動入賞口１４Ｂの上方に設けられた始
動ゲート１８を遊技球が通過したときに行われる普通図柄当否判定で当りとなったことを
起因にして、第２の始動入賞口１４Ｂから前側に突出した前進位置に配置される。そして
、進退ガイド部材１４Ｇが前進位置に配置されると、その進退ガイド部材１４Ｇに受け止
められた遊技球が第２の始動入賞口１４Ｂへ入球可能となる。
【００２９】
　第１と第２の始動入賞口１４Ａ，１４Ｂの何れかの始動入賞口に遊技球が入球（入賞）
すると、特別図柄当否判定が行われる。特別図柄当否判定の判定結果は、表示装置１３の
表示画面１３Ｇにて報知される。特別図柄当否判定の結果が当りとなると、大当り遊技状
態となり、大当り遊技が実行される。一方、特別図柄当否判定の結果が外れであると、通
常の遊技状態が続く。
【００３０】
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　遊技領域Ｒ１のうち第１の始動入賞口１４Ａの下方には、大入賞口１５が設けられてい
る。大入賞口１５は、横長矩形状をなし、通常の遊技状態では、可動扉１５Ｔにて閉塞さ
れている。そして、遊技状態が大当り遊技状態となって大当り遊技が実行されると、可動
扉１５Ｔが所定期間に亘って前側に倒される。すると、大入賞口１５が前方に開放し、可
動扉１５Ｔを案内にして大入賞口１５に多くの遊技球が入賞可能となる。
【００３１】
　遊技領域Ｒ１には、始動入賞口１４Ａ，１４Ｂ及び大入賞口１５のほかに、複数の一般
入賞口２０が備えられている。これらの入賞口１４Ａ，１４Ｂ，１５，２０に遊技球が入
球（入賞）すると、遊技者に特典（賞球）が付与される。また、遊技領域Ｒ１の下端部を
含む複数箇所には、各入賞口１４Ａ，１４Ｂ，１５，２０とは別に、遊技者に特典（賞球
）を付与することなく遊技領域Ｒ１の外側に排出するためのアウト口１６が設けられてい
る。
【００３２】
　図２に示すように、本実施形態の遊技機１０は、上述した入賞口１４Ａ，１４Ｂ，１５
や表示装置１３等のほかに、可動演出部材３１の動作により遊技に関する演出を行う演出
役物装置３０を左右方向で対にして備えている。各演出役物装置３０における可動演出部
材３１は、通常は、図３（Ａ）に示すように、表示装飾枠２３の上辺部に沿って配置され
、遊技の進行に応じて、例えば、表示画面１３Ｇ（図２参照）にてリーチ演出や大当りへ
の信頼度が比較的高い演出が行われる等の特定の演出条件が成立したときに、図３（Ｂ）
に示すように、下方へ移動して、遊技を演出する。なお、図３（Ａ）に示す可動演出部材
３１の状態が本発明に係る待機状態となっていて、図３（Ｂ）に示す可動演出部材３１の
状態が本発明に係る演出状態となっている。
【００３３】
　１対の演出役物装置３０，３０は、左右方向で対称に配置され、各演出役物装置３０の
構造は同じになっている。以下、待機状態において左側に配置される左側演出役物装置３
０Ｌについて説明する。
【００３４】
　図４及び図５に示すように、左側演出役物装置３０Ｌは、前方から見た形状が略横長矩
形状の固定ベース３０Ａと、固定ベース３０Ａより前側に位置して固定ベース３０Ａに対
して移動する可動演出部材３１と、を備えている。可動演出部材３１は、待機状態におい
て固定ベース３０Ａの中央部前方に左右横並びに配置される１対の可動部３２，３２で構
成されている。詳細には、１対の可動部３２，３２は、待機状態において一部が前後に重
なるように配置され、１対の可動部３２，３２を一体的に見せることが可能となっている
。なお、各可動部３２は、正面から見た形状がほぼ同じになっている。本実施形態の例で
は、各可動部３２は、六角形状をなしている。
【００３５】
　１対の可動部３２，３２のうち待機状態において左側に配置される第１可動部３２Ａは
、第１回動アーム３３に支持されている。第１回動アーム３３は、待機状態において、固
定ベース３０Ａの右側端部を前後方向に貫通する第１回動軸３３Ｊから左側へ延び（図４
及び図５参照）、演出状態へ変化するときに、第１回動軸３２Ｊを中心にして反時計方向
に回動する（図８及び図９参照）。第１可動部３２Ａは、第１回動アーム３３の先端部に
支持され、第１回動アーム３３と一体に回動する。
【００３６】
　図４、図６及び図７に示すように、１対の可動部３２，３２のうち待機状態において右
側に配置される第２可動部３２Ｂ（左側演出役物装置３０Ｌを後方から見た図６及び図７
では、第２可動部３２Ｂは左側に配置されている。）は、第２回動アーム３４に支持され
ている。第２回動アーム３４は、待機状態において、固定ベース３０Ａの左側端部を前後
方向に貫通する第２回動軸３４Ｊから右側へ延び、演出状態へ変化するときに、第２回動
軸３４Ｊを中心にして時計方向に回動する。第２可動部３２Ｂは、第２回動アーム３４の
先端部に支持され、第２回動アーム３４と一体に回動する。
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【００３７】
　本実施形態では、第１回動アーム３３と第２回動アーム３４とが１対ずつ設けられてい
る。１対の第１回動アーム３３，３３は、待機状態において、上下２段に並べられると共
に、左右方向に沿って並行に配置される。そして、１対の第１回動アーム３３，３３の先
端部（第１回動軸３３Ｊから離れた側の端部）は、第１可動部３２Ａの異なる２位置に回
転自在に取り付けられている。１対の第１回動アーム３３，３３と同様にして、１対の第
２回動アーム３４，３４は、待機状態において、上下２段に並べられると共に、左右方向
に沿って並行に配置される。そして、１対の第２回動アーム３４，３４の先端部（第２回
動軸３４Ｊから離れた側の端部）は、第２可動部３２Ｂの異なる２位置に回転自在に取り
付けられている。
【００３８】
　なお、以下では、待機状態において上側に配置される第１回動アーム３３と下側に配置
される第１回動アーム３３とを、上側第１回動アーム３３Ｕと下側第１回動アーム３３Ｌ
と称して、適宜、区別すると共に、上側第１回動アーム３３Ｕと下側第１回動アーム３３
Ｌの第１回動軸３３Ｊ，３３Ｊを、上側第１回動軸３３ＪＵと下側第１回動軸３３ＪＬと
称して、適宜、区別することとする。また、待機状態において上側に配置される第２回動
アーム３４と下側に配置される第２回動アーム３４とを、上側第２回動アーム３４Ｕと下
側第２回動アーム３４Ｌと称して、適宜、区別すると共に、上側第２回動アーム３４Ｕと
下側第２回動アーム３４Ｌの第２回動軸３４Ｊ，３４Ｊを、上側第２回動軸３４ＪＵと下
側第２回動軸３４ＪＬと称して、適宜、区別することとする。
【００３９】
　本実施形態では、図１０に示すように、上側第１回動軸３３ＪＵに対する下側第１回動
軸３３ＪＬの配置は、第１可動部３２Ａにおける上側第１回動アーム３３Ｕとの連結部３
５Ｕ（以下、上側連結部３５Ｕという。）に対する下側第１回動アーム３３Ｌとの連結部
３５Ｌ（以下、下側連結部３５Ｌという。）の配置と同じになっていて、上側第１回動軸
３３ＪＵと上側連結部３５Ｕとを結ぶ線は、下側第１回動軸３３ＪＬと下側連結部３５Ｌ
とを結ぶ線と平行で且つ同じ長さになっている。また、上側第２回動軸３４ＪＵに対する
下側第２回動軸３４ＪＬの配置は、第２可動部３２Ｂにおける上側第２回動アーム３４と
の連結部３６Ｕ（以下、上側連結部３６Ｕという。）に対する下側第２回動アーム３３Ｌ
との連結部３６Ｌ（以下、下側連結部３６Ｌという。）の配置と同じになっていて、上側
第２回動軸３４ＪＵと上側連結部３６Ｕとを結ぶ線は、下側第２回動軸３４ＪＬと下側連
結部３６Ｌとを結ぶと平行で且つ同じ長さになっている。
【００４０】
　１対の第１回動アーム３３，３３と１対の第２回動アーム３４，３４は、図７に示すア
ーム駆動源４１からの動力を受けて回動する。アーム駆動源４１は、例えば、ステッピン
グモータで構成され、固定ベース３０Ａの後面に取り付けられている。図８及び図９に示
すように、固定ベース３０Ａの前面には、前後方向に延びた回転中心軸４２Ｊ（図１２参
照）を有してアーム駆動源４１により回転駆動される駆動ギア４２が取り付けられている
。駆動ギア４２には、前方に突出した係合ピン４２Ｐが形成されている。この係合ピン４
２Ｐは、下側第１回動アーム３３Ｌの基端寄り部分（即ち、下側第１回動軸３３ＪＬに近
い側の部分）を貫通して下側第１回動アーム３３Ｌの回動半径方向に長くなった係合長孔
４３に係合している。そして、駆動ギア４２が回転すると、図１２→図１３→図１４の流
れに示すように、下側第１回動アーム３３Ｌが下側第１回動軸３３ＪＬを中心にして回動
するようになっている。
【００４１】
　下側第１回動アーム３３Ｌが回動すると、第１可動部３２Ａが下側第１回動アーム３３
Ｌと一体に回動し、第１可動部３２Ａの回動に伴って、上側第１回動アーム３３Ｕが上側
第１回動軸３３ＪＵを中心にして回動する（図１３及び図１４参照）。ここで、本実施形
態では、上側第１回動アーム３３Ｕと下側第１回動アーム３３Ｌとが第１可動部３２Ａの
異なる２位置に回転自在に取り付けられているので、それら１対の第１回動アーム３３，
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３３が回動しても、第１可動部３２Ａ自身が１対の回動アーム３３，３３に対して遊技盤
１１の前面と平行な面内で回転することが抑えられ、第１可動部３２Ａの前方から見たと
きの姿勢（向き）が変わることが抑えられる。
【００４２】
　第１可動部３２Ａが回動すると、その第１可動部３２Ａの動力が第２可動部３２Ｂに伝
達されて、第２可動部３２Ｂも回動する。具体的には、図１０及び図１１に示すように、
第１可動部３２Ａと第２可動部３２Ｂとの間は、動力伝達リンク４５によって連結されて
いて、１対の第１回動アーム３３，３３と一体に第１可動部３２Ａが回動すると、第１可
動部３２Ａの動力が動力伝達リンク４５を介して第２可動部３２Ｂに伝達されるようにな
っている。動力伝達リンク４５は直線状をなし、動力伝達リンク４５の両端部は第１可動
部３２Ａと第２可動部３２Ｂとに回転自在に取り付けられている。なお、詳細には、動力
伝達リンク４５は、第１可動部３２Ａにおいて、上側連結部３５Ｕ及び下側連結部３５Ｌ
とは異なる部分に連結し、第２可動部３２Ｂにおいて、上側連結部３６Ｕ及び下側連結部
３６Ｌとは異なる部分に連結している。
【００４３】
　図１２に示すように、可動演出部材３１が待機状態にあるとき、動力伝達リンク４５は
、左右方向に沿って配置される。アーム駆動源４１（図７参照）により駆動ギア４２が反
時計方向に回動すると、図１２から図１３への変化に示すように、第１可動部３２Ａが１
対の第１回動アーム３３，３３と一体になって反時計方向に回動する。このとき、図１３
に示すように、動力伝達リンク４５は、第１可動部３２Ａに対して時計方向に回動し、第
２可動部３２Ｂを下方へ押す。その結果、第２可動部３２Ｂは、１対の第２回動アーム３
４，３４と一体になって時計方向に回動する。図１３に示す状態から第１可動部３２Ａが
さらに反時計方向に回動すると、図１４に示すように、動力伝達リンク４５は、第１可動
部３２Ａに対してさらに時計方向に回動し、左右方向で、第１可動部３２Ａが右側に、第
２可動部３２Ｂが左側に配置される。そして、可動演出部材３１が演出状態となる。
【００４４】
　可動演出部材３１が演出状態から待機状態に復帰するときは、アーム駆動源４１により
駆動ギア４２が時計方向に回動する。すると、図１４から図１３への変化に示すように、
第１可動部３２Ａが１対の第１回動アーム３３，３３と一体になって時計方向に回動する
。このとき、動力伝達リンク４５は、第１可動部３２Ａに対して反時計方向に回動し、第
２可動部３２Ｂを上方へ持ち上げる。その結果、第２可動部３２Ｂは、１対の第２回動ア
ーム３４，３４と一体になって反時計方向に回動する。図１３に示す状態から第１可動部
３２Ａがさらに時計方向に回動すると、図１２に示すように、動力伝達リンク４５は、第
１可動部３２Ａに対してさらに反時計方向に回動し、左右方向で、第１可動部３２Ａが左
側に、第２可動部３２Ｂが右側に配置される。そして、可動演出部材３１が待機状態とな
る。
【００４５】
　ここで、本実施形態においては、第２回動アーム３４が第１回動アーム３３よりも若干
長くなっている。詳細には、上側第２回動アーム３４Ｕと下側第２回動アーム３４Ｌの何
れの第２回動アーム３４も、上側第１回動アーム３３Ｕ及び下側第１回動アーム３３Ｌよ
りも長くなっている。従って、可動演出部材３１が待機状態から演出状態へ変化するとき
には、１対の第２回動アーム３４，３４に支持された第２可動部３２Ｂを、第１回動アー
ム３３，３３に支持された第１可動部３２Ａよりも速く下方に移動させて、第１可動部３
２Ａと第２可動部３２Ｂの干渉を回避することが可能となる。
【００４６】
　また、第１回動アーム３３の回動中心である第１回動軸３３Ｊは、第２回動アーム３４
の回動中心である第２回動軸３４Ｊよりも上側にずれて配置されている。即ち、本実施形
態においては、上側第１回動軸３３ＪＵ及び下側第１回動軸３３ＪＬは、上側第２回動軸
３４ＪＵ及び下側第２回動軸３４ＪＬよりも上側に配置されている。従って、第１回動ア
ーム３３と第２回動アーム３４の長さの差を大きくすることなく、第１可動部３２Ａと第
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２可動部３２Ｂの干渉を回避することが可能となる。
【００４７】
　左側可動演出部材３１Ｌの構成に関する説明は以上である。上述したように、１対の演
出役物装置３０，３０は、左右方向に対称に配置されているので、待機状態において右側
に配置される右側演出役物装置３０Ｒは、左側演出役物装置３０Ｌと左右反対の配置とな
る。従って、右側演出役物装置３０Ｒでは、図４及び図５に示されるように、待機状態に
おいては、第１可動部３２Ａが右側に配置されると共に第２可動部３２Ｂが左側に配置さ
れ、図８及び図９に示されるように、演出状態においては、第１可動部３２Ａが左側に配
置されると共に第２可動部３２Ｂが右側に配置される。右側演出役物装置３０Ｒにおいて
も、第１可動部３２Ａを支持する第１回動アーム３３（詳細には、下側回動アーム３３Ｌ
）がアーム駆動源４１により駆動され、第１可動部３２Ａからの動力が動力伝達リンク４
５を介して第２可動部３２Ｂに伝達される（図１２～図１４参照）。なお、右側演出役物
装置３０Ｒの詳細な構成については、同一符号を付すことで説明を省略する。
【００４８】
　本実施形態に係る遊技機１０の構成に関する説明は以上である。なお、本実施形態では
、上下方向が本発明の「第１方向」に相当し、左右方向が本発明の「第２方向」に相当す
る。また、左側演出役物装置３０Ｌにおいては、左側が本発明の「第２方向の一方側」に
、右側が「第２方向の他方側」に、それぞれ相当し、右側演出役物装置３０Ｒにおいては
、右側が本発明の「第２方向の一方側」に、左側が本発明の「第２方向の他方側」に、そ
れぞれ相当する。また、本実施形態では、第１回動アーム３３（詳細には、下側第１回動
アーム３３Ｌ）が本発明の「一方の回動アーム」に、第２回動アーム３４が本発明の「他
方の回動アーム」に、アーム駆動源４１が本発明の「駆動源」にそれぞれ相当し、第１可
動部３２Ａが本発明の「一方の可動部」に、第２可動部３２Ｂが「他方の可動部」に相当
する。
【００４９】
　次に、本実施形態に係る遊技機１０の作用効果について説明する。本実施形態の遊技機
１０では、１対の演出役物装置３０，３０が左右方向で対にして設けられていて、通常は
、各演出役物装置３０の可動演出部材３１は、表示装飾枠２３の上辺部に沿って配置され
た待機状態となっている（図３（Ａ）参照）。そして、遊技の進行に伴って特定の演出条
件が成立すると、可動演出部材３１は、下方に移動して演出状態となる（図３（Ｂ）参照
）。ここで、可動演出部材３１には、待機状態において左右横並びに配置される１対の可
動部３２，３２が備えられている。左側演出役物装置３０Ｌにおいては、可動演出部材３
１が待機状態から演出状態に変化する際、待機状態で左側に配置される第１可動部３２Ａ
は、１対の第１回動アーム３３，３３と一体になって右下がりに回動し、待機状態で右側
に配置される第２可動部３２Ｂは、１対の第２回動アーム３４，３４と一体になって左下
がりに回動する。そして、可動演出部材３１が演出状態になると、左右方向で、第１可動
部３２Ａが右側に、第２可動部３２Ｂが左側に配置される。また、右側演出役物装置３０
Ｒにおいては、可動演出部材３１が待機状態から演出状態に変化する際、待機状態で右側
に配置される第１可動部３２Ａは、１対の第１回動アーム３３，３３と一体になって左下
がりに回動し、待機状態で左側に配置される第２可動部３２Ｂは、１対の第２回動アーム
３４，３４と一体になって右下がりに回動する。そして、可動演出部材３１が演出状態に
なると、左右方向で、第１可動部３２Ａが左側に、第２可動部３２Ｂが右側に配置される
。
【００５０】
　このように、本実施形態の遊技機によれば、演出状態のときの１対の可動部３２，３２
の左右方向における並び順が、待機状態のときの１対の可動部３２，３２の左右方向にお
ける並び順と逆になるので、遊技者に意外性を与えることが可能となり、可動演出部材３
１による演出の趣向性向上を図ることが可能となる。しかも、１対の可動部３２，３２は
、待機状態において一部が前後に重なるように配置されるので、待機状態における１対の
可動部３２，３２を一体的に見せることが可能となり、演出状態で１対の可動部３２，３
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２の並び順が逆になったときに、遊技者に与える意外性をより大きくすることが可能とな
る。さらに、演出役物装置３０は、左右方向で対にして設けられているので、１対の演出
役物装置３０，３０における１対の可動演出部材３１，３１のそれぞれにおいて、待機状
態と演出状態との間で１対の可動部３２，３２の並び順が逆になり、可動演出部材３１に
よる演出の趣向性を一層向上させることが可能となる。
【００５１】
　また、第１可動部３２Ａと第２可動部３２Ｂとは、１対の第１回動アーム３３，３３と
１対の第２回動アーム３４，３４とに回転自在に支持されているので、第１可動部３２Ａ
と第２可動部３２Ｂを１対の第１回動アーム３３，３３と１対の第２回動アーム３４，３
４に対して回転させることなく、言い換えれば、第１可動部３２Ａと第２可動部３２Ｂの
前方から見たときの姿勢を変えることなく、それら可動部３２Ａ，３２Ｂを移動させるこ
とが可能となる。
【００５２】
　また、本実施形態では、第２回動アーム３４が第１回動アーム３３より長くなっている
ので、可動演出部材３１が待機状態から演出状態へ変化するときに、第２回動アーム３４
に支持された第２可動部３２Ｂを第１回動アーム３３に支持された第１可動部３２Ａより
も速く下方に移動させて、第１可動部３２Ａと第２可動部３２Ｂの干渉を回避することが
可能となる。さらに、第２回動アーム３４の回動中心である第２回動軸３４Ｊは、第１回
動アーム３３の回動中心である第１回動軸３３Ｊよりも上側にずれて配置されているので
、第１回動アーム３３と第２回動アーム３４の長さの差を大きくすることなく、第１可動
部３２Ａと第２可動部３２Ｂの干渉を回避することが可能となる。
【００５３】
　［他の実施形態］
　本発明は、上記実施形態に限定されるものではなく、例えば、以下に説明するような実
施形態も本発明の技術的範囲に含まれ、さらに、下記以外にも要旨を逸脱しない範囲内で
種々変更して実施することができる。
【００５４】
　（１）上記実施形態では、本発明をパチンコ遊技機に適用した例を示したが、アレンジ
ボールやスロットマシン等の遊技機に適用してもよい。
【００５５】
　（２）上記実施形態では、可動演出部材３１が上下方向に移動し、１対の可動部３２，
３２が待機状態において左右方向に並べて配置される構成であったが、可動演出部材３１
の移動方向は、遊技盤１１の前面に沿った方向であれば、特に限定されない。具体的には
、図１５（Ａ）及び図１５（Ｂ）に示すように、待機状態（図１５（Ａ）に示す状態）か
ら演出状態（図１５（Ｂ）に示す状態）へ変化する際に可動演出部材３１が左側又は右側
に移動し、待機状態において１対の可動部３２，３２が上下方向に並べて配置される構成
であってもよいし（図１５（Ａ）及び図１５（Ｂ）では、可動演出部材３１が右側に移動
する例が示されている。）、図１６（Ａ）及び図１６（Ｂ）に示すように、待機状態（図
１６（Ａ）に示す状態）から演出状態（図１６（Ｂ）に示す状態）へ変化する際に可動演
出部材３１が右斜め下又は左斜め下に向かって移動し、待機状態において１対の可動部３
２，３２が右斜め上又は左斜め上に向かって並べて配置される構成であってもよい（図１
６（Ａ）及び図１６（Ｂ）では、左側の可動演出部材３１が右斜め下に移動し、右側の可
動演出部材３１が左斜め下に移動する例が示されている。）。
【００５６】
　（３）上記実施形態では、第１回動アーム３３と第２回動アーム３４が、１対ずつ、即
ち、２つずつ備えられていたが、１つずつ備えられた構成であってもよい。なお、本構成
では、第１可動部３２Ａが第１回動アーム３３に対して搖動可能となり、第２可動部３２
Ｂが第２回動アーム３４に対して搖動可能となる。
【００５７】
　（４）上記実施形態において、第１回動軸３３Ｊと第２回動軸３４Ｊは、上下方向で同
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じ位置に配置されてもよい。この場合であっても、第１回動アーム３３と第２回動アーム
３４の長さが異なっていれば、それら回動アーム３３，３４同士の干渉を避けることが可
能となる。
【００５８】
　（５）上記実施形態において、動力伝達リンク４５を備えずに、第１回動アーム３３と
第２回動アーム３４とを、別々のアーム駆動源にて回動させる構成としてもよい。なお、
その際、第１回動アーム３３と第２回動アーム３４が回動を開始するタイミングは、同じ
であってもよいし、異なっていてもよい。
【００５９】
　（６）上記実施形態において、第１回動アーム３３と第２回動アーム３４の長さが同じ
であってもよい。この場合であっても、第２回動軸３４Ｊが第１回動軸３３Ｊよりも下方
に配置されていれば、第１回動アーム３３と第２回動アーム３４の干渉を避けることが可
能となる。
【００６０】
　（７）上記実施形態では、１対の可動部３２，３２が遊技盤１１の前面に沿って回動す
る構成であったが、両方の可動部３２，３２が直動する構成であってもよい。一方の可動
部３２が回動し、他方の可動部３２が直動する構成であってもよい。
【００６１】
　（８）上記実施形態では、１対の可動演出部材３１，３１（１対の演出役物装置３０，
３０）が左右対称に配置されていた、即ち、右側演出役物装置３０Ｒの左右の配置が左側
演出役物装置３０Ｌの左右の配置と逆になっていたが、右側演出役物装置３０Ｒの左右の
配置が左側演出役物装置３０Ｌの左右の配置と同じであってもよい。
　［上記実施形態及び上記他の実施形態の構成のまとめ］
　上記実施形態及び上記他の実施形態には、以下の［１］～［９］の構成が含まれている
。
　［１］
　特定の演出条件が成立したときに遊技盤の前面に沿った第１方向の一方側に進出して待
機状態から演出状態へと変化する可動演出部材を備えた遊技機において、
　前記可動演出部材には、前記待機状態のときに遊技盤の前面と平行且つ前記第１方向と
交差する第２方向に並べて配置される１対の可動部が設けられると共に、
　前記１対の可動部は、前記可動演出部材が前記待機状態から前記演出状態へ移行すると
きに、前記１対の可動部のうち前記待機状態で前記第２方向の一方側に配置される第１可
動部が前記第１方向へ移動するに従って前記第２方向の他方側に移動する一方で、前記１
対の可動部のうち前記待機状態で前記第２方向の他方側に配置される第２可動部が前記第
１方向へ移動するに従って前記第２方向の一方側に移動するように構成され、
　前記演出状態における前記１対の可動部の前記第２方向における並び順が、前記待機状
態における前記１対の可動部の前記第２方向における並び順と逆になる遊技機。
　［２］
　前記遊技盤の前面に沿って回動可能な第１回動アーム及び第２回動アームを有し、
　前記第１回動アームは、前記待機状態における前記第２可動部よりも前記第２方向の他
方側で前後方向に延びる第１回動軸を中心に回動可能に構成されると共に、前記第２回動
アームは、前記待機状態における前記第１可動部よりも前記第２方向の一方側で前後方向
に延びる第２回動軸を中心に回動可能に構成され、
　前記第１可動部は、前記第１回動アームに支持されて前記第１回動アームと一体に回動
するように構成されると共に、前記第２可動部は、前記第２回動アームに支持されて前記
第２回動アームと一体に回動するように構成された［１］に記載の遊技機。
　［３］
　１対の前記第１回動アームが前記第１可動部の回動半径に沿って並行に配置されると共
に、１対の前記第２回動アームが前記第２可動部の回動半径に沿って並行に配置され、
　前記第１可動部は、１対の前記第１回動アームのそれぞれに回転自在に支持されている
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と共に、前記第２可動部は、１対の前記第２回動アームのそれぞれに回転自在に支持され
ている［２］に記載の遊技機。
　［４］
　前記第１回動アームと前記第２回動アームのうち一方の回動アームを駆動するための駆
動源と、
　前記第１可動部と前記第２可動部の両方に回転自在に連結されると共に、それら第１可
動部と第２可動部のうち前記一方の回動アームにより駆動される一方の可動部からの動力
を他方の可動部に伝達する動力伝達リンクと、を有する［２］又は［３］に記載の遊技機
。
　［５］
　前記第１回動アームと前記第２可動アームとが異なる長さに形成されている［２］乃至
［４］のうち何れか１に記載の遊技機。
　［６］
　前記動力伝達リンクは、前記待機状態において前記第１可動部と前記第２可動部の後側
で前記第２方向に沿って延びるように配置される一方、前記演出状態において前記第１方
向と前記第２方向の両方と交差するように配置される［４］を引用する［５］に記載の遊
技機。
　［７］
　前記第１回動アームと前記第２回動アームのうち長い方の回動アームの回動中心が、短
い方の回動アームの回動中心よりも、前記待機状態から前記演出状態へ変化するときに前
記第１方向で前記１対の可動部が移動する側にずれて配置されている［５］又は［６］に
記載の遊技機。
　［８］
　前記待機状態において、前記１対の可動部の一部同士が前後に重ねて配置される［１］
乃至［７］のうち何れか１に記載の遊技機。
　［９］
　前記可動演出部材が前記第２方向で対にして設けられている［１］乃至［８］のうち何
れか１に記載の遊技機。
　［１］の構成では、演出状態における１対の可動部の第２方向における並び順が、待機
状態における１対の可動部の第２方向における並び順と逆になるので、遊技者に意外性を
与えることが可能となり、可動演出部材による演出の趣向性向上を図ることが可能となる
。
　ここで、待機状態から演出状態へ変化するときの１対の可動部の動きは、直線状に移動
してもよいし、円弧状に移動してもよい（［２］の構成）。なお、後者の構成によれば、
待機状態から演出状態へ変化する際の１対の可動部同士の干渉を容易に回避することが可
能となる。
　［３］の構成によれば、第１可動部と第２可動部を１対の第１回動アームと１対の第２
回動アームに対して回転させることなく、言い換えれば、第１可動部と第２可動部の前方
から見たときの姿勢を変えることなく、それら可動部を移動させることが可能となる。
　［４］の構成では、一方の回動アームが駆動源により駆動されると、その一方の回動ア
ームに支持された一方の可動部が移動する。そして、第１可動部と第２可動部とに回転自
在に連結された動力伝達リンクにより、一方の可動部からの動力が他方の可動部に伝達さ
れ、他方の可動部も移動する。このように、本発明によれば、１つの駆動源で、２つの可
動部を移動させることが可能となる。
　［５］の構成では、第１回動アームと第２回動アームの長さが異なっているので、待機
状態から演出状態へ変化するときには、長い方の回動アームに支持された可動部を短い方
の回動アームに支持された可動部よりも速く第１方向に移動させて、１対の可動部の干渉
を回避することが可能となる。また、長い方の回動アームの回動中心は、短い方の回動ア
ームの回動中心よりも、待機状態から演出状態へ変化するときに第１方向で１対の可動部
が移動する側にずれて配置されているので、第１回動アームと第２回動アームの長さの差
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を大きくすることなく１対の可動部の干渉を回避することが可能となる（［７］の構成）
。なお、［４］の構成のように、動力伝達リンクを用いて、１つの駆動源で２つの可動部
を駆動する場合には、待機状態では、第１可動部と第２可動部の後側で動力伝達リンクが
第２方向に沿って延びるように配置され、演出状態では、第１方向と第２方向の両方と交
差するように動力伝達リンクが配置されるように構成すればよい（［６］の構成）。
　［８］の構成によれば、待機状態における１対の可動部を一体的に見せることが可能と
なり、演出状態で１対の可動部の第２方向における並び順が逆になったときに、遊技者に
与える意外性をより大きくすることが可能となる。
　［９］の構成では、第２方向で対称に備えられた１対の可動演出部材のそれぞれにおい
て、待機状態と演出状態との間で１対の可動部の第２方向における並び順が逆になるので
、可動演出部材による演出の趣向性を一層向上させることが可能となる。
【符号の説明】
【００６２】
　１０　　遊技機
　１１　　遊技盤
　３０　　演出役物装置
　３１　　可動演出部材
　３２Ａ　　第１可動部
　３２Ｂ　　第２可動部
　３３Ｕ　　上側第１回動アーム
　３３Ｌ　　下側第１回動アーム
　３４Ｕ　　上側第２回動アーム
　３４Ｌ　　下側第２回動アーム
　４１　　アーム駆動源
　４５　　動力伝達リンク
【図１】 【図２】
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